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らかになった。ヌルハチは明朝との友好関係のなか
で自己の勢力拡大をはかっていたが、17世紀初頭に
対明戦争を決意して、明朝からの独立をおこなった。
以上の経緯については原稿化が終了し、「明代中期・
後期におけるマンチュリアの社会変動と統治政策」
『長野大学紀要』34-2 2012 pp.53-64、として発表
した。 
平成22年度、23年度、24年度の3年間により、明末
清初のマンチュリアに社会変動に関する研究を終え
ることができた。先に発表をしている、「元末・明朝
前期におけるマンチュリアの社会変動と地域秩序形
成」『長野大学紀要』32-1 2010 pp.75-92、とあわ
せて、明代から清代に至る、マンチュリアの社会変
動を明らかにすることができた。今後はこれまで発
表してきた論考を統一的にまとめ、「マンチュリア
における社会変動と地域秩序―14世紀から国共内戦
期まで―」という研究論文を完成することをおこな
いたい。 
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